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令和７年１２月５日 

  令和７年度 第２回 大阪市立新森小路小学校 学校協議会 実施報告書 

校 名   新森小路小学校 

                           校長名   橋本 学       

日 時 令和７年１２月４日 

場 所 北会議室 

出 

席 

者 

委員 

など 

永野信男（委員長） 橋本和弘（委員）井上磨奈美（委員） 高松嘉信（委員） 

柴野直樹（委員） 

校園 橋本学（校長） 

区役所 大町 様 

議題 
（１）「全国学力・学習状況調査」の結果 

（２）「運営に関する計画」中間評価について 

協議 

要旨 

協議の結果 意見の概要 

(1) 

 

 

 

 

 

(2) 

○「全国学力・学習状況調

査」の結果について、承

認を得ることができ

た。 

 

 

○「運営に関する計画」中

間評価について、承認

を得ることができた。 

○数値は、平均点だが、内訳はどうなっているのか。 

 →二極化となっている。 

○学力を上げるべく、子どもが考えたり、体験した

りする活動を取り入れるなど、授業のあり方を

考えていけばよいのではないか。 

 

○読書に課題があるということなので、地域の方に

読み聞かせをしてもらったり、高学年が低学年に

読み聞かせをしたりすれば、読書への意欲も高ま

るのではないか。また、読書をする時間を定期的

に設ければ、習慣付くのではないか。 

 →地域の方との交流にもなる。また、高学年児童

が読み聞かせをするという活動も検討してい

く。週に１回の読書タイムを徹底させる。 

 

○地域の方には、読み聞かせだけでなく、むかし遊

びを教えてもらう、得意なことを教えてもらうと

いった取組を行ってもいいのではないか。 

 →ぜひやっていきたい。相談させてください。 

 

○学習者用端末の持ち帰りについて 

 →３学期以降、全学年持ち帰って、デジタルドリ

ルや音読などに取り組んでいく。 

 

○ほめることが、子どもの成長につながる。今後も 

継続していってほしい。 

 

○PTA、学校、地域が協力して取り組んでいく。 

 

協議 

資料 
「全国学力・学習状況調査」の結果、「運営に関する計画」中間評価 

備考 傍聴者[ ０ ]名  



 

 

 


